
テレワーカーの養成 【茨城県】
個別事業費 4,417 千円

交付金額 2,208 千円

事業番号 ４

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

◆女性活躍及び働き方改革に取り組む企業は増加しており、県内
企業の意識の高まりを感じる一方、女性の登用を促進するために
は企業・女性双方への働きかけや支援が必要。
●県内企業における女性管理職候補の育成（Ｒ１本県調査）
・育成に取り組んでいない 約６割
●県内の働く女性の就業への意識（Ｒ１本県調査）
・将来管理職以上を目指したい 7.3％
◆育児や介護により働きたくても働けていない女性がいる

◆目的
・女性管理職の登用促進
・働き方改革促進、女性の多様な働き方の推進
・市町村における推進計画の策定促進
◆目標
・いばらき女性活躍・働き方応援協議会会員企業数

：１，２００社（Ｒ７年度末）
・市町村推進計画策定数：４４市町村（同上）

◆女性管理職の登用促進に重点化し、企業及び女性自身に対し、
登用促進のための働きかけや支援を行う。

◆現在の働き方の多様化に対応する企業の働き方改革の促進や、
女性の新たな働き方に向けた支援を行う。

「いばらき女性活躍・働き方応援協議会」
＜構成団体＞
・茨城県経営者協会
・茨城県商工会議所連合会
・茨城県商工会連合会
・茨城県中小企業団体中央会
・連合茨城
・茨城県社会保険労務士会
・茨城労働局
・茨城県

◆女性活躍に関する県内企業の理解の推進に係る県内企業への
周知、働きかけをより一層強化することが必要
◆施策を進めたことによる状況の変化や、男性の育休取得推進等
の新たな課題に対する現状を把握するため、改めて調査の実施
が必要

◆事業の効果
・リーダー表彰受賞企業の取組発信や女性活躍等に関するセミナー等に
より、県内企業の女性活躍に向けた取組を促進
・管理職研修の開催により、講座に参加した女性同士の交流等を通じて、
キャリアアップに向けた意欲向上や不安解消等に寄与
・テレワーカー養成講座の開催や働き方改革の取組の普及により、育児や
介護との両立に悩む女性の就業を促進

◆目標の達成状況
・いばらき女性活躍・働き方応援協議会会員企業数：７８６社（Ｒ５年度末）
・市町村推進計画策定数：４３市町村（同上）



事業の概要

○取組概要
仕事と家庭の両立を図りながら、在宅で
の就業を希望する女性を支援するため、オ
ンライン等でデジタルスキルを習得し、「自
営型テレワーカー」として働くためのスキル
やマインドを学ぶ講座を開催。

○取組実績
【開催内容】
・入門コース
自営型テレワークを始めるための基
礎知識や心構えを習得。
・スキルアップコース（Webライティング）
適切な文書を書く力や伝えたいこと
を表現するスキル、画像撮影・編集の
基礎を習得。
・スキルアップコース（Webサイト制作）
Wordpressを使ったWebサイト制作、
運用に必要な知識を習得。
・ビジネススキルセミナー
税務、営業等の自営型テレワーカー
に必要不可欠なビジネスに関するスキ
ルを習得。
【参加者数】
・入門コース：62名
・スキルアップコース
(Webライティング)：20名
（Webサイト制作)：20名
・ビジネススキルセミナー：70名


